
第3008例会(第24回) 2月1日(木) 12:00 食事 点鐘 12:30

新会員卓話

司会 副幹事 山竹 葉子 君

ロータリーソング斉唱 ソングリーダー 坂本 繁 君

♪奉仕の理想 ♪春よ来い

ロータリーの中核的価値観の朗読及び四つのテスト提唱

職業奉仕委員会 委員長 片岡 征哉 君

ゲスト 服部 豪士 君（会員）、岡村 一輝 君（会員）

会長 深沢 英雄 君

こんにちは。早いもので、もう2月となりました。今
日は例会後に中間報告のクラブ協議会があり、次年度の
委員長さんたちも参加し、新旧のクラブ協議会も兼ねて
おります。いよいよ次年度へつないでいく時期です。
本年度の委員長はみんな頑張ってくれており、本当に

助かっております。いくつかの委員会では、フォーマッ
トを作成してくれて、次年度以降のとても良い資料に
なっています。年度に合わせてフォーマットを上書きし
ていってくれればと思っています。
さて、明後日2月3日は、節分です。自分は還暦の歳に

焼津神社で豆まきをさせていただきました。こういう還
暦祝いも良いのではないかと思います。
そして4日は立春。12月の例会で忠臣蔵の討ち入りの

日が実際の日ではないということを話しましたが、それ
は暦が変わったからです。
この立春というのは、太陽の動きに伴うものなので、

大自然の動きに合わせて人間が名をつけたものです。だ
から、宇宙世界に変化のない限り変わらないものです。
簡単に説明すると、昼と夜の長さが同じなのが春分と秋
分。夏至と冬至を併せて1年を4分割できます。
それをまた分割して、45度のところに「立」のつく春

夏秋冬がきます。そこが節の分かれ目、節分です。自分
的には、なぜ冬至を1月1日にしなかったのか不思議に思
います。
日本では、クリスマスで騒いで、1週間後に正月イベ

ントという慌ただしいことになってしまっているので、
盆と正月ならぬ、クリスマスと正月が一緒に来た方が楽
で良いのでは、と思ったりします。

文化的にはぐちゃぐちゃになるので、別の方が良いとやっ
ぱり思いますが。となると、区切りとしては「立春」はどう
でしょう。皆さんご存じのように、占いの世界などでは、立
春が年の始まりです。アバウトですが、太陰暦ではこの辺が
新年だったようです。そう考えると、年に4回ある節分の中
で、2月3日の節分が重要な意味を持つことがわかります。
節分の行事は面白いものがあって、静岡浅間神社ではおに

やら棒で板を叩いて鬼を驚かせて追い出すという風習があり
ます。豆を投げるのも諸説ありますが、その中に「魔」を
「滅」っするというダジャレが入っていることが日本人らし
いですね。
焼津ロータリー的には、ちょっと早いのですが、今日が節

分と思ってよいでしょう。次年度に向けて、辰年の最初の立
というおめでたい日、立春大吉、次年度のスタートに向けて
ますます良いロータリーになることを祈念しまして会長挨拶
とさせていただきます。ありがとうございました。

①能登半島地震募金の実施が承認されました。
②新会員予定者の公示を行います。
③3月のプログラムが承認されましたので本日配布致し
  ます。

幹事 村松 英和 君



①近隣クラブからの例会変更通知を回覧します。
②能登半島地震募金募の募金箱を回覧させて頂きま
すのでご協力をお願いします。

③本日新旧合同クラブ協議会を行います。

幹事 村松 英和 君

親睦活動・スマイル委員会 横山 敦史 君

深沢 英雄 君 (H7.2.4)
渡仲 康之助 君 (H3.2.8)
柴田 英典 君 (H4.2.9)
水野 康男 君 (S50.2.10)
倉嶋 伸康 君 (S45.2.11)

結婚記念日

多々良 匡 君（節子様) (2.11)
大畑 邦明 君（由里乃様) (2.14)

夫人誕生祝

吉田 雄一 君 （有）吉田会計センター(S59.2.1)
阿部 高之 君 （株）阿部工務店 (H元.2.7)

創立記念日

阿部 高之 君 (S42.2.1)
水野 康男 君 (S25.2.7)
中島 忍 君 (S47.2.11)

本人誕生祝

奥川 将之 君 （次年度理事会）
佐久間 博之 君（次年度理事会）会員数 出席数 出席率

1月18日
M-UP

1月18日
確定
出席率

2月1日 60(59) 45名 76.27% 2名 71.67%

会員卓話者：服部 豪士 君

岡村 一輝 君

服部君からは、子供の頃からの生い立ち、海外で生活、海
外旅行での経験などの卓話を頂きました。
岡村君からは、海外旅行での出来事の事などの卓話を頂き
ました。

本日の暫定出席率
会員増強維持・出席委員会

委員長 永田 貴三 君

暫定出席数は、60名中45名、出席率76.2パーセントでした。
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